
水産業の振
興

　零細の水産業は衰退産業で，
船も人も，どんどん減少し，高
齢化している。さらに，コロナ
や燃油高騰の追い打ちがあり，
経営が苦しいところが多い。
　現在，自分達はツキヒガイに
着目して，事業を進めている
が，他の漁村が同じようなこと
ができるかというと，港ごとに
取れるものや時期，人員のリ
ソースが違い，難しい。
　その辺りを，吸い上げたり，
伴走したりしてあげられるよう
な仕組みを作っていただき，水
産業が継続していけるようお願
いしたい。

　県では，各地域振興局・支庁及び水産技術開
発センターに水産業普及指導員を配置し，各地
域の課題等を吸い上げ，現場の取組支援や技術
開発を行っています。
　また，各地域の課題解決のため，水産業振興
に係る各種施策の事業を進めています。
　各地域の実情に沿った施策の推進のために
は，各地域の漁業者の声が貴重な情報となりま
すので，これからも何か情報がありましたら，
各地域振興局・支庁の普及指導員へ御相談くだ
さい。

水産振
興課

地元企業の
販路拡大

　ネット通販のサポート等をし
ているが，地元にネットに詳し
い方が少ないと感じている。
　本来であれば，他の会社に頼
むのではなく，自分たちで，
ウェブを使って販路を拡大して
いくことが，地方が力をつけて
いくことにつながると思ってい
る。
　県も，販路拡大・輸出促進課
が作られたと思うので，地元企
業が自分たちの力でどうやっ
て，売れるようにするのかとい
うところも強めていっていただ
きたい。

　県では，サービス事業者が行う，Ｗｅｂ商談
会への参加等による販路開拓，クラウドの利用
による生産性向上のための取組等に要する経費
について補助を実施しています。（令和４年度
の募集は終了しました。）
　また，産業支援センターに設置している「よ
ろず支援拠点」では，販路拡大のためのＥＣサ
イト構築・運営など，経営に関するあらゆる相
談に対して，各分野の専門家（コーディネー
ター）が助言を行っていますので，是非御活用
ください。

中小企
業支援
課
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課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

県民の免疫
力向上

　どんなに手を尽くし感染対策
をしても，また，ワクチンや薬
を開発し投与しても，それぞれ
が持つ免疫力が下がり続けれ
ば，いつまで経ってもこのコロ
ナ禍は終わらないと感じてい
る。
　今のまま外からの侵入を防ぐ
感染対策だけでは，将来的にリ
スクが大きいのではないかと感
じている。
　今行っている感染対策を否定
してるわけではないが，感染対
策と同じ熱量で免疫力向上に
も，県を挙げて取り組んでいた
だきたい。

　県では，「健康かごしま２１」を策定し，健
康関連団体と一体となって，県民の健康づくり
を推進しています。具体的には，栄養・食生
活，運動，休養，飲酒，喫煙，歯・口腔の健
康，こころの健康づくり等，県民の生活習慣の
改善を図るため，普及啓発活動や社会環境の整
備に取り組んでいるところです。
　県としては，引き続きこれらの施策に取り組
み，県民の健康を増進することで，生活習慣病
の発症予防や，健康寿命の延伸，ひいては免疫
力の向上につなげてまいりたいと考えていま
す。

健康増
進課
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

経営技
術課

地域政
策課

加工技術研
究センター
の立地

　大隅にある県の加工センター
を利用しているが，遠くて繁忙
期には加工品（フリーズドラ
イ，ピューレ）をつくることが
できない。
　小規模でもいいので，鹿児島
市など，もう少し近場にそのよ
うな施設があればありがたい。

　鹿児島地域において，大隅加工技術研究セン
ターが備えているフリーズドライ等の高度な機
械設備を一般向けに解放し，その機械を活用で
きる指導体制が整備されているところはないよ
うですが，県内外にフリーズドライ加工を受託
製造している会社等がありますので，まずはか
ごしまの食ブランド推進室まで御相談くださ
い。

かごし
まの食
ブラン
ド推進
室

農家の労働
力の確保

　いちご栽培をしているが，人
手が足りない。
　人材サポートセンターのよう
なところを作って，繁忙期には
ちょっとお手伝いがもらえるよ
うな，そういう仕組みづくりを
お願いしたい。

　農業分野の労働力確保については，関係機関
等と連携して「県農業労働力支援センター」を
設置し，ホームページによる情報発信や，求職
情報収集，外国人材などの確保に関する相談に
応じているほか，リーフレット等を作成・配布
し，農業者と求職者のマッチング支援などを
行っているところです。
　労働力支援センターの取組の一つとして，１
日単位から農業で働きたい人と生産者をつなぐ
スマートフォンアプリを使った「１日農業バイ
ト」の活用や，農繁期の異なる産地間の調整に
よる労働力確保の取組支援も始めておりますの
で，是非御活用ください。
　なお，複数の仕事を組み合わせ，季節毎の労
働需要に応じて事業に従事する人材（マルチ
ワーカー）を派遣する「特定地域づくり事業協
同組合制度」という国の制度もあります。この
制度は，過疎地域などの人口が急減している地
域において特定地域づくり事業協同組合を設立
し，マルチワークの仕組みを活用して安定的な
雇用環境を創出することで，地域の担い手を確
保するものです。県では，特定地域づくり事業
協同組合の設立・運営に対し，支援を行ってい
ます。
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課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

ぴかいちご
の苗の供給

　最近，ぴかいちごという品種
がすごく人気がある。しかし，
今年は，ぴかいちごの親苗がこ
ない。
　開発センターの方で，苗を提
供していただければありがた
い。

　日置市いちご部会は，令和２年10月にぴかい
ちごの利用許諾契約を県と締結しています。
　農業開発総合センターでは，令和２年10月及
び本年３月に，同部会から要望のあった親株用
の苗を提供しております。
　現在，同部会では部会員に配布するための苗
を増殖中と聞いています。
　苗の入手につきましては，まずは，日置市い
ちご部会にお問い合わせいただきますようお願
いいたします。

経営技
術課
農産園
芸課
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

農産園
芸課

　サツマイモ基腐病対策については，ほ場に基
腐病菌を「持ち込まない」「増やさない」「残
さない」対策の総合的な実施が必要であること
から，県では，健全苗の確保のため，国との共
同研究により発病抑制効果が確認された種いも
の蒸熱処理装置について，農協等の育苗施設へ
の導入の支援を行ったところです。
　また，さつまいも生産者の経営安定を図るた
め，国の事業を活用し，これまでの資材等の購
入支援や，継続栽培支援に加え，新たに交換耕
作，排水対策・土層改良等に対する支援を行っ
ているところです。
　焼酎用さつまいもについては，国の研究機関
において，本病に比較的強い品種である「九州
200号」が，本年３月に出願公表されたところで
あり，県では，焼酎メーカー等関係団体と連携
し，速やかな普及のため，大量増殖に取り組ん
でいます。
　県としては，引き続き，関係機関・団体と一
体となって，基腐病対策に取り組んでまいりま
す。

サツマイモ
の基腐病対
策

　かんしょの基腐病が非常に流
行しており，市場でも引き合い
はあるが，商品がつくれない。
　資材費や，継続栽培の助成も
あるが，指導に沿って，消毒や
資材を投入すると，資材の経費
率で4割を超えるぐらいの投資を
しないと良いものがつくれない
状況で，芋農家が減少してい
る。
　焼酎芋が特に被害が大きいと
も聞いているが，そこについ
て，県の方でも何かしら対策を
考えられているのか伺いたい。
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

伊作峠トン
ネル設置

　伊作峠トンネルについての現
状の考えを伺いたい。

　県道谷山伊作線は，これまでに線形改良や登
坂車線の設置等を行い，全線が２車線改良済み
となっています。
　伊作峠トンネルについては，期成会による国
への要望など，地元の声があることは認識して
おり，令和２年度から伊作峠周辺の概ねのルー
ト検討や，地形図の作成を行ってきたところで
す。
　トンネル建設となれば，大規模な事業となる
ことから，多くの検討すべき課題があり，引き
続き整備効果や整備手法などについて検討を
行っていく予定としています。

道路建
設課

高校教
育課

県立高校の
入学者減少

　吹上高校の今年の入学者が40
人の募集に対して２人という過
去最低の人数だった。
　子供の数は減少していく中
で，人気校の倍率やクラス数は
下げず，私立高校は無償化され
ている。その結果，県立高校は
人気がない高校は淘汰され，人
気校のみ人が集まっている。
　県立高校としてどう考えてい
るのか，人気校のクラスを１つ
減らしたらよいのではないか。
　40人の募集に２人しか来なく
ても学校経営が成り立っていく
のか疑問に思ったので，そこに
ついて伺いたい。

　吹上高校は電気科，電子機械科，情報処理科
の３学科があり，それぞれの学科で特色ある教
育活動を行っています。今年度の入学者が少な
かった電気科では，例年，地域の高齢者福祉施
設での車椅子の整備や商店街の街路樹へのイル
ミネーション設置など，地域に根ざした教育活
動をしています。また，実習等での人数不足に
は，教員が協力し工夫をしながら，授業を行っ
ています。今後，吹上高校の教育活動の更なる
充実を図るとともに，学校や地域と一体となっ
て積極的な情報発信に努めてまいります。
  公立高校の募集定員については，学区ごとに
普通科系と専門系の学科の選択肢を提供すると
いう考え方の下，中学校等卒業予定者の進路希
望状況，地域，学校等の実態等，将来の生徒数
の推移等を総合的に勘案しながら，毎年度策定
しています。
  これまで生徒減少に対して，学校の再編統合
や募集定員の削減で対応しており，その結果，
県立高校６１校のうち約半数が１学年３学級以
下の小規模校となっています。さらに学級数の
削減を行った場合，教員の配置数の関係等か
ら，生徒の多様な学びや教育の質が十分確保で
きなくなることが懸念され，また，こうした小
規模校は，離島のほか通学手段が限られた地域
に多く，集約してもその効果は限定的になると
考えられます。
  県教育委員会では，「学びたい学びがある学
校」「充実した，楽しい学校生活を送れる学
校」「進路目標を達成できる学校」を魅力ある
高校と考えており，小規模校においては，その
課題を解消するための方策として，ＩＣＴを活
用した遠隔授業やグループ化などの学校間連携
などの取組を進めてまいります。
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

男性の育児
休業取得

　家庭というのは，お互いが協
力し合って作る，育てていくと
いうことが基本であると考えて
いる。
　現在，育児休暇，育児休業も
法律的には整いつつあるが，取
得しやすい環境を育てていかな
ければ，なかなか難しいのでは
ないか。
　男性の育児休業の徹底をお願
いしたい。

　男性の育児休業等を進める上では，男女を問
わず働きやすい職場環境づくりが重要です。
　県では，職場におけるジェンダーギャップの
解消や女性だけでなく男性も含めた働き方に対
する意識の改革などを推進するため，企業の経
営者等を対象としたフォーラム，セミナーなど
の開催や優良企業の表彰，企業等への専門家の
派遣などを行っています。
　引き続き，民間の方々と連携して，男性の育
児休業の取得率向上に向けて，気運の醸成に努
めてまいります。

男女共
同参画
室

女性の政治
参画の推進

　議会政治が世の中をつくると
実感しているが，その中に女性
が参入するためには，女性議員
のクオータ制が必要ではない
か。
　女性の政治参画の推進にお力
を賜りたい。

　社会の様々な分野の発展のためには，各分野
の政策・方針決定過程に多様な立場の人が多様
な意見を持って参画し，男女双方の意思が公正
に反映されることが重要です。
　県においては，各種審議会等への女性委員の
登用に当たり，「令和４年度までに40％以上」
とする数値目標を定め，取組を進めているとこ
ろです。
　また，女性の能力向上やキャリア形成等を支
援する「女性のエンパワーメント事業」等に取
り組み，ジェンダー平等の視点に立ち，様々な
分野における女性の参画の促進を図っていると
ころです。

男女共
同参画
室
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課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

川内原発の
20年延長

　今ウクライナの戦争で，原発
が標的になりやすいということ
で非常に心配している。
　川内原発も40年がもうすぐ過
ぎるということで，機械の老朽
化や，使用済み燃料の処理がま
だ解決できてないのが現状。
　20年間は延長ができるという
ことも話題に上がっているが，
戦争や地震のこともある。地球
温暖化との兼ね合いもあるかと
思うが，鹿児島県をどう守って
いくか，大変きれいな，美しい
自然，そこに住む人の命，未来
を守るためにも，慎重に検討し
ていただきたい。

　川内原発については，原発の立地県として，
九州電力と国に，安全性の確保を求めてまいり
ます。また，県民の生命と暮らしを守る観点か
ら，川内原発の安全対策・防災対策の充実・強
化に取り組んでまいります。
　川内原発の運転期間延長については，昨年１
２月に設置された県原子力専門委員会の分科会
において，特別点検結果や劣化状況評価につい
て検証しているところであり，引き続き，科学
的・技術的な検証を行い，委員会に報告を行う
こととしています。
　専門委員会は，分科会からの報告やこれらの
検証結果を踏まえて，委員会としての意見を県
へ報告することとしています。
　県では，原子力規制委員会による判断が行わ
れる前に，専門委員会の意見等を踏まえて，原
子力規制委員会及び九州電力に対して厳正な対
応を要請することとしています。
  今般の，ウクライナにおけるロシア軍による
原子力発電所への攻撃や度重なる北朝鮮による
ミサイル発射を踏まえ，本年３月，全国知事会
として，国に対し，外交等を通じた武力攻撃の
抑止，武力攻撃事態における原子力発電所の停
止，原子力発電所へのミサイル攻撃に対する自
衛隊の迎撃態勢及び部隊の配備に万全を期すこ
となどを求める緊急要請を行ったところです。
　また，５月には，本県も含め，原子力発電所
等が立地する１３の道県で構成する原子力発電
関係団体協議会においても，国に対し，全国知
事会として要請した趣旨に加えて，自衛隊等の
関係機関が連携し，事態の進展に応じた住民避
難の手段の確保など，実効性のある対策が迅速
に講じられるよう，平時から緊急時に備えた体
制の構築に万全を期すことを要請したところで
す。
　本県としても，県開発促進協議会を通じて，
国に対し，自衛隊等の関係機関が連携し，平時
から緊急時に備えた体制を構築することについ
て提案したところです。
　今後とも，原発が立地する道県をはじめ，全
国の知事と連携し，武力攻撃への対処につい
て，国への要請等を行ってまいりたいと考えて
おります。
　なお，使用済燃料対策については，開発促進
協議会を通じて，国に対し，「特定放射線廃棄
物の最終処分に関する基本方針」等に基づき，
国が前面に立って，総合的に推進するよう要望
しています。

原子力
安全対
策課

危機管
理課

地域政
策課
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課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

地域政
策課

産業人
材確
保・移
住促進
課

環境影響評
価手続

　現在，薩摩半島から，阿久根
市沖の一帯と吹上浜沖の２か所
に洋上風力発電が計画されてお
り，昨年，環境配慮書を縦覧し
た。
　150ページほどあり，ＨＰ上で
も公開されているとのことで
あったが，プリントアウトでき
ない設定であり，配慮書自体も
縦覧施設の出入口にひっそりと
置かれている状況だった。
　企業は行政に対して「住民に
縦覧した」と報告するのだろう
が，実際は多くの方々が気がつ
かない，あるいは読めないので
はないか。
　重要な事業計画については，
住民に知らされるよう，行政も
気を配っていただければありが
たい。

義務教
育課
　
高校教
育課

環境林
務課

移住・定住
促進

　地域を作るのは人であり，人
がいない地域で地域づくりと叫
んでも，意味がない。
　人生100年時代を心豊かに生き
られる安住の地として，Ｕター
ンを促し，ふるさと回帰の玄関
にできれば，過疎化は防げるの
ではないか。
　移住・定住を促進するため，
関西，中京，関東地区の鹿児島
県人会等で，ふるさとのすばら
しさを再発見することができる
機会をつくっていただければ，
Ｕターンする人も増えると思
う。

　県では，市町村や関連団体と連携して，移
住・交流セミナーの開催や首都圏における相談
対応など，本県への移住人口の増加を目指した
取組を進めています。
　具体的には，都市部の若者等に地域との関わ
りを深める機会を提供するふるさとワーキング
ホリデー推進事業のほか，本県に興味・関心を
有する県外在住者に対し，県や市町村のイベン
ト情報などの地域の魅力を発信し，地域との関
係性の構築や継続を支援していく取組を実施し
ているところです。
　鹿児島県人会における取組としては，本県へ
のUIターンを促進するため，県外事務所におい
て総会など各種機会を通じて地域資源の豊かな
本県の魅力や移住支援策を情報提供し，ＰＲす
ることとしております。
　なお，県教育委員会では，鹿児島で生まれ
育った若者が，鹿児島に住み，働きたいと思え
るように，子供たちが鹿児島の歴史や伝統，文
化，地域の特性などを理解し，ふるさとに誇り
をもつことができるよう，郷土教育の充実を
図っています。
　このような学びを通じて，地域に貢献する意
識を高めさせ，地域への愛着の醸成と，地域を
支える人材の育成に努めてまいります。

　環境影響評価の手続において，事業者は，配
慮書，方法書，準備書及び評価書を公表や縦覧
により広く周知するとともに，方法書及び準備
書については，説明会を開催し，住民等から環
境の保全の見地からの意見を受け付けるものと
されております。
　事業者は，関係市町村や県などの協力を得て
市町村役場や県庁などで縦覧を行っており，併
せてホームページでも閲覧できるようにしてい
ます。そのことについては，新聞広告，事業者
や県などのホームページで広報しています。
　県としては，配慮書等の縦覧しやすい場所へ
の設置，市町村広報誌を活用した縦覧の実施に
関する広報について，事業者に対して助言して
まいります。
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

自治会への
加入

　地元の自治会の入会を断ら
れ，結局別の自治会に加入する
ことになった。
　自治会のことは行政で立ち入
れないかもしれないが，この関
係で，体調不良で倒れるなどの
実害もでているので，行政で何
かできるものはないものか伺い
たい。

　自治会等に関する取組については，それぞれ
の地域や市町村で実施されているところです
が，県では，県と市町村で構成する会議や研修
会などの機会を通して，自治会等に関する取組
についても，共通の課題として，情報共有や意
見交換等を行っているところです。
　今後とも市町村と連携を図りながら，地域の
様々な方々が共に支え合い協力しながら課題解
決していく「共生・協働の地域社会づくり」を
推進してまいります。

くらし
共生協
働課

農村振
興課

耕作放棄地
の整備

　上野棚田というところで，生
活排水ゼロの田んぼを作ってお
り，遊びに来た人は，いいとこ
ろだと言ってくれるが，田んぼ
を作らないかと誘っても，作ろ
うという人はなかなか現れな
い。
　高齢化とともに耕作地が少な
くなり，荒廃して，穴があいた
り，作ろうと思っても作れなく
なっている。また田んぼが作れ
るように，工事を頼めば，何十
万もかかるので，それならお米
を買った方がいいという人もい
るので，悩んでるところ。
　以前，５町歩未満でも工事を
やってくれるところがあると聞
いたが，市に問い合わせても，
なかなか制度が見つからないと
いうことで，結局，今のところ
諦めている。
　もし，きれいな田んぼができ
るようになれば，若い人たちが
参加してくれるのではないかと
思っているので，助言があれば
いただきたい。

　お尋ねの件については，農地の利用に関する
計画策定や荒廃農地を含む農地の簡易な整備な
どの取組を支援する国の事業があります。
　また，中山間地域等直接支払制度では，棚田
地域振興法の認定棚田地域振興活動計画に基づ
く棚田の保全などの棚田地域の振興を図る取組
を支援する事業があります。
　まずは，地域での話し合いを進め，最寄りの
地域振興局，市農政担当課へ御相談くださいま
すようお願いします。
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

高齢者の
ネット意識
の醸成

　光ケーブルが整備され，ネッ
ト販売など生活が楽になった
が，それを地域の高齢者の方た
ちがなかなか把握できてない。
　企業や市がパソコン講座を開
催しても，意識がないのか高齢
者は参加していない。
　ネット，スマートフォンも含
めて，そういうところの教育が
まだなされてないと思う。もう
少し高齢者にもネットへの意識
を浸透させるようなことをして
いけば，オンライン授業や，テ
レワークも進んでいき，移住す
る方の増加にもつながっていく
のではないか。

　県では，本年３月，県全体のデジタル化を推
進し，社会変革を実現することで，本県をとり
まく課題解決につなげていくための基本的な方
向性を示した県デジタル推進戦略を策定したと
ころです。
　今年度は，同戦略に基づき，地域におけるデ
ジタル格差の解消を図るため，県民のＩＣＴリ
テラシ－（ＩＣＴツールを利用して情報処理や
コミュニケーションを行える能力）を向上する
ための研修を実施するとともに，通信事業者や
市町村と連携し，スマートフォンなどの活用に
不安のある高齢者等が，身近な場所で，デジタ
ル機器・サービスの利用方法を学べる機会を提
供する取組などを進めることとしています。

デジタ
ル推進
課

湯之元駅の
バリアフ
リー化

　湯之元駅自体が，階段を登っ
たり降りたりしなければならな
い。
　バリアフリー化の話はいろい
ろ出ているようだが，エレベー
ターを設置していただければ，
高齢者も階段を何十段も登らな
くていいと思うので，ＪＲとの
話になるかもしれないが，考え
ていただけないものか。
　湯之元駅を活性化させるため
にも，バリアフリー化をお願い
したい。

　「高齢者，障害者の移動等の円滑化の推進に
関する法律」に基づく「移動等円滑化の促進に
関する基本方針」（令和２年12月改正）におい
て，バリアフリー化を進めるべき鉄道駅の目標
について，「平均利用者数３，０００人/日以上
の駅」または「平均利用者数２，０００人/日以
上３，０００人/日未満で基本構想の生活関連施
設に位置付けた駅」とされていますが，それ以
外の駅についても，地域の実情に鑑み，利用者
数のみならず利用実態を踏まえて可能な限りバ
リアフリー化するとされていることから，御要
望いただいた内容を，県からＪＲ九州鹿児島支
社に報告いたします。

交通政
策課
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

高齢者
生き生
き推進
課

　地域における高齢者の役割は，年々その重要
性を増しています。地域を守り，運営していく
ためには，豊富な知識や経験を持つ高齢者の地
域活動が必要です。
　高齢者クラブの皆さまには，高齢者の閉じこ
もりの予防や，子どもの見守りなど，地域で必
要とされる様々な活動に日頃から取り組んでい
ただいていることに感謝いたします。
　引き続き，地域社会を支える重要な組織とし
て，御活躍いただきますよう，お願いします。

高齢者クラ
ブの必要性

　高齢者クラブの会員増加の推
進に積極的に取り組んでいる
が，なかなか加入者は増えず，
高齢者クラブの良さ，必要性が
理解されていないのかなと思
う。
　高齢者の知識，経験を，高齢
者の組織を通して，十分に生か
して，豊かな地域づくりに役立
てる，このことをねらいに，私
たちは活動している。
　高齢者クラブは，社会に期待
されている組織だと，評価する
声も聞かれるので，それを前向
きに捉え，取組を進めていきた
い。
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知事とのふれあい対話（日置市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

　女性が活躍する前提として，性別にかかわり
なく誰もが個性と能力を発揮できる環境が必要
であると考えています。
　そのため，女性の能力発揮の妨げとなってい
る職場等におけるジェンダーギャップの解消に
向けた県民の皆様の取組を促すための気運醸成
を図っているところです。
　また，女性の能力向上やキャリア形成等を支
援する「女性のエンパワーメント事業」等に取
り組み，ジェンダー平等の視点に立ち，様々な
分野における女性の参画の促進を図っていると
ころです。

男女共
同参画
室

人事課

女性活躍の
推進

　鹿児島県は，男女共同参画に
おいて全国でも遅れているとい
う新聞記事を見た。記事による
と，トップは鳥取県であり，歴
代知事が女性登用に積極的に取
り組んできたとのこと。
　女性の登用が大きく影響して
いるんだなと改めて感じたが，
女性の活躍の場づくりについて
コメントをお願いしたい。ま
た，今後，女性の活躍の場づく
りと副知事登用についてどのよ
うにお考えなのか。

　県庁におきましては，平成２８年３月に策定
したいわゆる「女性活躍推進法」に基づく特定
事業主計画において，１０年後（令和７年度
末）の目標として，管理的地位に占める女性職
員の割合を１６％とする目標を定めており，令
和４年度の課長級以上の女性職員が占める割合
は令和３年度と比べて０．１ポイント増の１
１．５％となっております。
　また，将来の管理職の候補となる，係長ポス
ト以上の登用率については，１９．１％となっ
ており，さらに，近年の採用者における女性の
割合は４０％前後で推移しております。
　今後とも，キャリア形成を支援する研修機会
の確保，長時間勤務の是正や在宅勤務の推進等
の男女双方の働き方改革，家事，育児をしなが
ら活躍できる職場環境の整備のための男性の育
児休業取得推進などにより，女性職員が意欲を
持ってその能力を発揮できる働きやすい環境の
整備に努めてまいりたいと考えております。
　副知事登用については，その職務として知事
を補佐し，政策や企画など県政を推進する上で
重要な役割を担っており，女性登用も含め，そ
の方の人物や能力，経歴といったことを考慮し
選定してまいりたいと考えております。
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